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佐藤信淵の秋田藩政改革論

－『別後日記』を通して－

渡部綱次郎率

録されている書簡類は，文化八年から九年にかけての

ものである。

（1）（文化九年）二月一日

瀬谷小太郎様佐藤百祐

『別後日記』

七月廿八日貴兄江戸御出足の後，熊谷惣助殿（略）

（2）（文化八年）七月晦日

佐藤百祐様熊谷惣助

（3）（〃）八月六日

佐藤百祐様熊谷惣助

（4）（〃）九月廿九日

佐藤百祐様関口半八

（5）（〃）十二月廿七日

佐藤百祐様関口半八

（6）（〃）十二月廿八日

佐藤百祐様伊坂金蔵

（7）文化九申年正月元日

御役人中様佐藤百祐判

（8）（文化九年）正月六日

佐藤百祐様関口半八

（9）（〃）正月十六日

百祐様半八

（10）（〃）正月廿一日

熊谷惣助様佐藤百祐

(11)(")一月廿一日

関口半八様佐藤百祐

（12）（〃）二月朔日

佐藤百祐様御報熊谷惣助

これら書簡は，信淵が文化七（1810）年に秋田藩か

ら財政再建策を依頼されて，その献策に奔走すること

はじめに

佐藤信淵の学問の形成は，農政，農業技術，土木治

水，鉱山学，冶金学，漁業法など，家学を独創とみな

して集大成したもので，蘭学，儒学「古学派」，経世

論，国学，神道と拡がっている。

本年度の地域展「湯沢・雄勝の文物」に，歴史部門

では羽後町西馬音内出身で，江戸時代において宮崎安

貞・大蔵永常とともに，三大農学者と称された佐藤信

淵をとりあげた。

本稿では，その展示資料の中から，秋田藩政の改革

にかかわって有志たちと交わした書簡を集めた『別後

日記』を分析しながら，佐藤信淵と秋田藩の財政改革

にふれてみる。

I『別後日記』

展示した資料は羽後町西馬音内報効義会信淵文庫蔵

で，登録番号170，写本51丁，備考に「和綴，是は

秋田藩財政改革の顛末を記して一巻とし，瀬谷小太郎

に送りしものなり。」と記している。また瀧本誠一編，

『佐藤信淵家学全集』（下巻）岩波書店刊行～昭和

二年五月廿三日発行～の末尾に付載されている信淵

先生書簡集（編者輯）には，「此に附戴したる書簡集

は，編者が伊達侯爵家の文庫を始め，秋田図書館信淵

文庫等より写し得たる書簡を纂集したのであるが，そ

れには特に植田村近伊左衛門君の尽力を煩はし，尚其

他湯沢町小川辰之助君及西馬音内船山久蔵君等の厚意

に依って得たるものもあり，又雄勝郡西成瀬村島田高

敏よりも態々謄写寄贈せられたるものもある亀」とある。

本稿でとりあげる『別後日記』に集録されている書

簡類は，羽後町西馬音内佐藤信淵文庫蔵本であり，収
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役之御方昔御懇到成下，御内々御国益等之儀御尋有之
（D）

候に付，乍恐存附候事共左之通奉申上候。

一、去未ノ（八）年中，私儀出府仕罷在候節，兼而御

内意有之候東海廻り舟路之儀，何卒自由に相開候様仕

度奉存候に付，懇意に候石橋弥兵衛と申者に内R致相

談候処，右弥兵衛儀海上請合運送可仕候様申出候に付

其致方審に相尋候に，其定メ秋田湊に而，米千石奉請

取，江戸着船之上御屋敷江は,六百石上納仕り，残(り）

四百石は運賃頂戴可仕候，若し其廻船万一難波に相成

候歎，又者濡俵等に相成候は塗，右米千石之代金者秋

田湊之相場を以て，御屋敷に弁納可仕候（と）之約束

に御座候，右之趣則申上候処(へ)，六四之割合に而者，

除り賃高候間.減少致可申候様被仰付,其旨掛合致(及）

候処，弥兵衛儀も即答相成兼，勘弁仕候上に(て)御返

答可仕候様申候(三字欠)，且又其節弥兵衛儀，私に申

聞(開)候者，御国産之銅，長崎御用之外其除銅之分井

鉛白目銅等，江戸表銅座に於て地沸被遊候様に相成候

は、，是亦束廻り御運送舟路開達之基と相成可申候，

若於御屋敷右之思召も被為在候は、，弥兵衛儀日々御

勘定所相勤候に付，内密に御奉行衆江相伺，御様子次

第御屋敷より表向之願書御差(指)被遊候(へ)ては，如

何可有之哉之趣申候に付，其（此）殿御屋敷江申上候

処，一理（現）有之相談に候間，内々私より弥兵衛江

頼置可申様被仰付候に付，私儀も帰国前甚混雑之中に

有之候得(欠)共，其趣相談可仕奉存，弥兵衛方江罷越

候処，月迫之瑚に御座候故，弥兵衛事殊之外公私繁用

に付面談可致暇無之，且又私儀帰郷相急き無拠其趣意

紙面に相認め，其1卒石橋喜兵衛に委細相頼置（候）上

総表江引取申候，然ル処極月廿日之夕，弥兵衛方より

上総迄而(欠)，飛脚差(指)越候而，私に直談致度儀有

之候間，急に出府致呉候様申来候得共，病気に付出府

不仕候，其後弥兵衛方より使之者，指越申来（り）候

は，兼々御相(内)談申候銅鉛之儀は，此節故障有之，

早急に者相調不申候得（□□）往々者何れとも可相成
旧）

筋に御座候に付,此一件は心永に相調可申候｡祖て(は）

米相場之儀次第に引揚可申様子に相見候に付，若御廻

米御相談被遊候は、，甚宜敷機会に御座候。仮令運賃

高に御座候共，御損毛には相成申間敷候。並之御運送

にて(て二）も，海上請合に而も，又(は)売捌之上利分

御配分被遊候とも，御屋敷之(の)思召次第，何れにも

御世話可仕候間,私儀に急に出府可致由申来候得共,病

三年，信淵の努力にもかかわらず，秋田藩の改革が文

化九(1812)年になっても行われず，行きづまってい

たことに対して，信淵が江戸藩邸を去って国詰となっ

た瀬谷小太郎に宛てた書簡であり，それに参画した人

々のものを集録している。
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Ⅱ佐藤信淵より秋田藩御役人中様宛書簡

追啓申上候。本文の趣御賢察の上は，否此者江御報

可被下候。乍併内藤氏押金の儀あからさまに被仰立候

は，内藤氏如何申聞きも六ヶ敷可有御座哉，拙者方の

押金は本文申上候通作事船道具，合敷の儀故御屋敷様

へ罷出候共随分申訳可仕と奉存候。一体石橋弥兵衛所

持のふれ故，道具も船も中々粗末の船にては無御座候

得共，様々間違に相成候上は，是非も無御座次第に奉

存候，尊君様折角御国入被成下，ケ様の儀に罷成御高

恩をあだにて報し候様にも可被思召，此段幾重にも恐

入奉存候，何分御出府の上宜〈御取直し被下，拙者不

行届始末宜敷奉願上候。先は右申上度如斯に御座候。

以上

尚々早々御出府奉待上候。

右の通り申来り候には，甚次驚入り，松屋佐助事は

金持の身分に候得ば，御屋敷へ対し奉り掛直なと申上

候儀は決して有之間敷事に御座候得共，今度買船の事

は関口氏よりさへ申越候に，佐助方よりは一向にしら

せも無之，殊に金蔵書面の趣□口金蔵よりは，早くま

づ佐助方より急々下拙を迎にも可遣事に候を，寂然と

して声なきは一ツの不審也。且又佐助儀は兼て運送方

御用被仰付候身分，殊に御存知の通り好智極めて深く

諸事を厳敷せぐり候天票に候得ば，下拙が在府不仕候

節は別て諸向念を入吟味を遂候上にて，御屋敷へ可申

上の処，今度の一件は己が手先より申出候儀を審に糸L

しも不仕，其侭に御屋敷へ持出し候条，是亦一ツの不

審に御座候に付，彼等馴合にて致候事に候は，必ず此

百祐迄而追及可仕，此範疎忌せらるる自（身）分には

池も難遁儀に候は，先に石橋の（が）書面に，下拙が

存寄書を相添へ，其中に佐助に先達被仰付候運送方御
蜘

用を御取扱（放）可被下候趣をも書入候而（て），正

月三日家来庄衛門を使（と）して，関口半八殿まで急

に（々）御注進奉申上候事左の如し。

私儀不寄存義

御本藩之（の）御寵霊冥加至極難有奉存候，且又重
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佐藤信淵の秋田藩政改革論

４

罷在候次第二御座候。今若江戸（表）に於て少々にて

も，御廻米御国産等御蔵積二相成候ハざ，一挙二数多

之銀主出来可申候。銀主も金千両や弐千両之小銀主は

幾人有之候得共，無益二御座候。壱万両以上調達仕候

銀主二候ハ、，五七輩にて（欠）御間二（三字欠）合

可申候。右二付○而も，石橋弥兵衛か御請合之運送之

(は)必要之御儀二乍恐奉存候。彼加島(屋)清兵衛等も，

内とは先此事相調候上にて，御館入願出申度候様子二

御座候（四字欠)｡抑又松屋佐助事多金所持罷在候間，

御館入二薦挙仕候処，此者儀極而小量にて且又慾心而

巳甚深く，殊二（二字欠）志操も不正直二相見へ申候。

私儀右様之者，吹挙仕り其故（甚以）恐入奉存候。蛇

も御用二相立申間敷候二付，先達被仰付候運送方御用

之儀御取放し被成下候様奉願候。

以下「」内は秋田県立図書館蔵による。

「一、旧冬下拙か帰国仕候跡にて，払船御買入の御

相談有之，其船の元直段金四百弐拾両，但不足

の品を買□口其外口普請と□n、口拾両八拾両

の押金仕，六百両の積二御書上仕候条，審二承

及候二付御訴申上候凶

一東海運送之儀者，国家之盛業二御座候二付，先

達より御興行（業）被遊候処，近来頻リニ難破船有之

御見合二も可相成哉二承知仕候二付，胡馬北風越烏南

技之微意，草葬之私儀何卒舟路○○○○開候様仕度奉

存，種＆之工夫相廻し，松屋佐助の（方二）文六丸の

再興申付，或ハ払船等御買上二仕リ，是非当春の(は）

廻船弐三綾も東海より筒崎(島)湊江入津為致度(可申）

奉存候（二付），無益成事共御注進申上候処，今般石

橋弥兵衛を引出候上者，是迄申上候御手船造立之一件

者，何卒悉く御見合被成下候様奉願上候。其子細(付）

は松屋佐助事何程好智深く候共，元来海之情二通し候

者二無之候。且又廻船家業仕候族（欠）は，大略其内

心盗賊同様成ル（欠）者二御座候。殊二御国許に於て

ハ度々(の)○(難)船二懲果候而，人情危催之最中二御

座候。然ルー衆心二逆ひ強而御船を造り立て，或は問

屋等御雇被遊，海上にて万一災難於有之は，音二御損

毛と御名望を失ふ而己ならず，為之以後海運の大業を

廃し，東海之舟路を断し国家永久の患害二も相成可申

候。依之今度之御運送者甚大切之御事二候。右二付乍

恐熟察仕候処，先二御手船之御造作払船之御買上井雇

船之御運送等，暫く御見合被遊事二相成御儀二御座候

気に候而遂に出府不仕候。併窺に工夫仕候処，此石橋

弥兵衛の(が)請合運送之一事は，乍(不)恐御熟勘可被

遊候儀に奉存候。若此御相談弥御取用に相成候はぜ，

後々者広大之御利益に相成可(申)候，先当春の釣合に

而相校候処，書者一(壱)万石之御廻米と積り，此節御

国許と江戸表之相場を以而，平均仕候所大署左の通に

御座候。

秋田上米壱万石此節御国許之相場米壱石に

付，代銀三十弐三匁替

代銀三百弐三拾(欠)貫目金に直し大低(抵）

五千両也

秋田上米壱万石之内四千石之(は)運賃に引残り

米六千石江戸此節之相場村山米に准し

金壱両に付，壱石壱斗（千）

六升替（かひ）

代銀五千百七拾弐両壱分弐朱弐両○

弐厘

右之振合に御座候得は，御損毛に茂相成申間敷候。
（C）

但し（三字欠）年に依り候而，少宛之御損益も（は）

可有之候得共，除り大成儀者有之問敷儀に奉存候。石

橋弥兵衛事鳥渡考候ては，莫大之運賃戴候様に被存候

得共，万一其廻船之内難波有之候は雷，却而彼方之損

失二相成可申候，実者甚危き事二候得共，資金大量成

ル人物にて，殊二西洋人之航海通商して国家を富実仕

候政法二深く信服致し罷在候二付，私儀と右様之相談

二及申候。惣而世の中之事理，此方二斗リ益を得候様
に）

ニハ不相調儀二(御)座候。若又海上請合無之運送二候

ハ、，弥兵衛も百石弐拾弐両位○二御請負可仕候。右

之段御勘弁被遊,控も秋田湊二於而,御排二可相成(御）

米二候上ハ，格別御損無之候ハ、，江戸積御沸被遊候

儀，甚御利益二相成可申候。其事猶又下条二委細奉申

上候。

一、｜日冬私儀出府仕罷在候節，当申年之四月頃迄二

金五千両巳上調達可仕銀主を，吹挙仕候様之御内意有

之候二付，工夫仕候処，右之金子は石橋弥兵衛に(御）

相談被遊候ハ、，早速指上可申候様奉存候。尤其外二

も懇意仕候加島清兵衛，豊田弥太郎等二(江)も，内談

仕置申候，此節江戸表二於而御家之評判殊の外（三字

欠）宜敷御座候二付，豪富之町人何れも仰望仕候（二

字欠）様子二御座候。併只今迄江戸御蔵積御引当之品，

一向無之二付，急二御館入願出候二も（は），進ミ兼

■
『
ｄ
Ｊ
ｄ
月
日
ｊ
冒
判
叫
釧
増

宮
Ⅱ
１
台
に
丹
咽
■
盃
洩
録
勺
、
や
■
勾
唖
詞
■
”
凡
郵
４
笥
勺
晶
舞
・
刊
訓
判
矧
用
月
面
８
可
尚
当
言
耶
弓
耳
Ｆ
Ｄ
帖
剥
ｑ
浪
珊
３

●
グ
ｆ
珊
判
鋒
“
ｌ
４
１
Ｉ
ｏ
、
１
側
司
ｊ
則
訓
４
Ｊ
剣
４
喝
屯
１
２
句
剥
訓
「
〃
４
ひ
，

要
４
．
画
』
日
了
噂
埼
．
ｊ
・
母
宅
菌
芭
印
基
調
弄
更
室

ｒ
ｆ
Ｊ
ｄ
侭
尋
君
電
詞
極
思
室
町
浦
＆
ｕ
ｌ
ｊ
Ｅ
『
ｒ
』
Ｌ
ｄ
Ｌ
ｍ
４
盛
■
Ｉ
画
国
■
■
■
■
■
面
埼
毎
琢
品
田
０
１
Ｐ
ｕ
再
屯
田
同
■
月
。
■
■
１
個
画
■
■

－9 －



１
１
４

１
１
’
１
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■
且
倶
８
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１
１
州
１
引
ｄ
Ｎ
ｄ
ｌ
ｄ
ｄハ、，石橋弥兵衛二被仰付，少々(欠)(の)御損有之候

得共，海上無難之策を御用被遊，国家之人心を安静○

○○数多の大（欠）銀主を撫納れ，非常之御手当○○

○仰（欠）被成，静二海運之模様を御勧（観）察被遊

候御事，誠二当今之要務二候様，乍'障奉存候。若右申

上候如く，御新制相立候ハ、，毎年数十綬之大船筒崎

と野代之両湊二入津仕リ，米穀井諸産物の積載を海上

無難二江戸著（着）御蔵入二相成候ハ、，銀主之仰望

今日二十倍可仕，右之通リニ而十年程も相過候ハ、国
（勅

中之人情大二海上を安し，自然と御（領）国内二も船

持多く相成．海路熟練運賃安相成其勢二連れ而，諸産

物も追年増加可仕土地次第二繁昌（蕃）二相成，後々

二は無双之冨盛国と相成可申，乍恐奉存候。

右之燦々私参上仕リ，御注進可申上奉存罷有候処

病身二相成，出府難相叶相成候二付，以書付奉申上

候。以上

文化 九申 年正月元日佐藤百祐判

御役人中様

(C)33丁から36丁へと訂正すべきである。

IIの付註数字（丁）はこれによる。

その2秋田県立図書館本『別後日記』を資料紹

介している「信淵研究」第三号（昭和36

年8月1日発行）の乱丁

「今後大方の信淵翁研究者と共にこの共同研究をな

すべき手がかりに，先づ「別後日記」を公開するの須

要を感じたのである。既に研究済の方もあろうとは思

ったが，全集（佐藤信淵家学全集のこと）には掲載さ

れず，鴇田先生文庫（羽後町新成保管）に写本として

秘蔵されているのみであるから，大方閲覧の便には供

されなかったことと思え,「本研究誌」により公開する

ことが意義を高める所以であると信じたからである。

但し図書館秘蔵本は所々虫害があり，最後段欠失して

いるので，後機を得て鴇田先生写本などに対校して補

足せんとすることをここに附言しておくJについての

乱丁である。

(D)112Pから114P-N.

(E)IMPから113P-¥

(F113Pから115Pへと訂正する。

その3「信淵研究」第七号（昭和41年1月1日

発行）の誤述である。

「秋田藩は信淵にとってはその生国でもあるから，

信淵は畢生の心血を注いでその対策を練ったが，何し

ろその規模が余りにも広大なりしため，二者択一の大

博打（ばくち）を打つようなものであったから，保守

一辺倒の長老連の容れるところとならず，逐に画餅に

終ってしまったことは残念なことであった。このこと

を記した資料は秋田市の瀬谷小太郎の子孫たる瀬谷純

一氏方に沢山の書簡が蔵せられているが，いまその全

部を記すことは容易でないので，その書簡を（本稿で

前述しているので略す）…………この外に本誌第三号

および第六号巻末に資料として掲載した『別後日記』
マ マ

（文化九年九月三日瀬谷小太郎宛書翰添書）というも

のがあって，秋田県史編集委員長山崎真一郎氏の記し

たものがあるが，これは各書簡の要点をその記事のな

かに摘記してあるから，参観する必要があるJ

（前述した※その2以前のことと思われる｡）

「わたしは始めこれを借写したものは『郡山文庫』

に寄贈したからいま手許にないy(中略）「信淵が秋

田藩の財政改革に就いて記述したもののうちで，最も

、
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写真1御役人中様宛書簡

※書簡中の人物は，江戸の豪商で石橋は京橋南茅

場町に，松屋（内藤）佐助は芝金杉通に住す。佐

助について信淵は好智深くて不正直，盗賊同様の

質屋と評している｡（）は秋田県立図書館蔵本に

よる。なお註記した記号(Aなど）は次に記す。

※秋田県立図書館蔵本との補校から

その1西馬音内信淵文庫蔵本の乱丁

(A)32丁から34丁へ

(B)35丁から33丁へ
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詳細に記したものは，文化九年（二四七二）正月元旦

に御役人中様宛の書翰（このなかの所どころを抜粋し

て『別後日記』に挿入されている）ので，これを根本

資料としてとり挙げることにするJとして記述した内

容は，前述の※その1，その2の考証のないまま論

述されているので､はないかと考える。

度奉存罷有候処，極月晦日伊坂金蔵方より以飛脚別紙

書面之通り申来候二付，甚以奉驚入候。内藤佐助儀者

兼而運送方御用被仰付候身分二御座候得共，私儀在府

不仕候節ハ，諸向別而入念取斗可申候処，己か手先金

蔵より好曲仕出候儀を，審二吟味も不仕，其侭御屋敷

へ書上仕リ候段，既二是れ不跨之始末二奉存候。其上

金蔵書面熟読仕候処，合点無之事共二相見得候二付，

元日早朝より御注進書相認メ，先達之通リ御訴奉申上

候。然ル処関口半八殿より御紙面にて，旧冬払船御買

入方之儀二付，本城屋祐助と申者，伊坂金蔵江追々掛

合之儀有之候処，金蔵申分之事二付，貴君様以之外御

立腹被成，私儀を後闇〈被思召，且又御吟味役も彼是

御申被成候二付，関口氏不明不議之罪難遁御迷惑御難

儀之至二相成候由被仰遣，重々驚入候御事二奉存候・

旧冬之払船御買入一件者，下拙儀遠国二罷有候二付，

争（事）の始末一向二存知不申候。只金蔵之書面二驚

入候二付，先日之通訴状指上候。

然るに如何之儀にて右様六ケ敷事ニ相成，不審千万

二奉存候，貴君様御事者御重役御勤被成候御身上にて

拙儀は秋田出生之身分に候，○○私曲之儀有之候ハ、

斬も突も御自由之事二御座候二付，実否（之）御礼も

不相成(被成下)，祐助壱人之申口を御取用，下拙儀私

曲仕候様（の），虚論被成下，其上半八殿迄迷惑難儀

等御掛け被下候儀者，如何之思召二御座被成候事哉。

大国之御重役御勤被成候御身分にて，さては（さりと

は）御情も無之候思召と乍恐奉存候。既二関口氏之御

難儀（に）相成候上ハ，下拙か身体粉砕二相成候とも

中々可捨置之心底無之候。依之，関口半八殿御紙面井

伊坂金蔵紙面弐通共奉入貴覧候。何卒佐助，祐助，金

蔵を同時御呼出被下，三人対座にて御吟味被成下，分

明二御札被下置候様奉願上候，若可相成候ハ、，右一

件之吟味御役人様方御列座之席にて，下拙儀二相糸L候

様被仰付候得ハ，猶以難有候。私儀此節痛風相煩罷在，

殊二関口氏よりは，出府二不及候様被申越候得共，御

下知被下候ハ、，早速罷出理非明白二相糸しし，御疑相

晴し可申候。万一右之吟味御屋敷にて難相成筋合も御

座候ハ、，江戸御町奉行所江願出相札し可申候。○○

○○○被下置候様，偏二奉願候。恐憧謹言。

正月廿一日佐藤百祐

熊谷惣助様

この書簡は，この年の元旦に信淵が御役人中へ書簡
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IⅡ関口半八・熊谷惣助・瀬谷小太郎と佐藤信

淵

r別後日記』に収められている信淵よりの書簡は，

前述の秋田藩中御役人中と，熊谷惣助・関口半八，そ

れに瀬谷小太郎宛である。

〔熊谷惣助〕久保田藩士，父は実資，母は安東氏，

宝暦八年三月十八日生る。安永二年正月十六日十六

歳にして一番組に入る。分限高弐拾五石弐升四合，

五合四人扶持，給銀六十目，のち累進して佐竹侯の

江戸詰勘定奉行となる。（『熊谷氏系図』）｡瀬谷小太

郎，関口半八とともに秋田藩の財政改革を講じたが，

信淵と議が合わなかったようである。

〔関口半八〕久保田藩士，名は重遠，通称半八，漢

学者にて在護と号す。瓦全はその別号である。文化

七年三月出府して江戸詰勘定奉行副役となり，瀬谷

小太郎，熊谷惣助とともに秋田藩の財政改革策を講

じたが，同藩出身の経済学者として全国に売名を走

らせている信淵を推挙したのは，実は半八であった。

（信淵研究家鴇田恵吉氏による)。「信淵研究」第

七号。

文化九年正月廿一日付信淵よりの書簡○は欠字

(A)熊谷惣助宛

一筆啓上仕候。春寒未退候得共，愈御安泰二被成御

座奉恭賀(寿)候。去年中出府仕罷在候節者，種々（品

々）御恩遇被（成）下恭奉存候。然者旧冬御内意有之

候銀主之吹挙井御廻米等之儀者，出立の瑚申上候通石

橋弥兵衛請負御運送可仕様申出候二付，加島之方も進

ミ候趣ニ相成，愈御引当之品々毎年束海し江戸御蔵入

二相定候ハ、，彼方も御出入願度なと申様子ニ相成り，

下拙(総)帰国仕候後も，石橋方より音信有之候二付，

漸§面白き様子に相趣候二付、窮二廻船之事迄相考候

処，大国○○○○○通も五綾や七鰻にて，引足り中間

敷候得○○○買入等の儀者，可急之筋二も無之候間，

暫く御見合可遊候様御伺申上，先々石橋二瀬踏為致申

－11－
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秋田県立博物館研究報告第15号

尊兄と錐とも猶其御様子也。夫れ今の世に当て唐長老

を補佐し，真経を十万八千里之遠き二取るもの求めん

に,舎我其誰也｡非常之材ハ常人の甚疑ひ畏る、所也。

然るに常人をして非常の人を探らしめ，其（甚）片口

の誹誇を信用し，実否を（も）乳さすして則其品を定

め，○○賊とも極めつへし。尊兄自ら知○○答あり称

し，さしも世人の危催候此百祐を，御篭愛○○○小事

に遇ふて，明白に不能弁，只（召）徒二御迷（惑御難

儀な）と被成候而，今更此百祐を○○○可被成候趣，

(何とて)其始て（は）甚明哲にして，其終○○（成）

候事そや。且御来論二被仰遣（候）通，後闇○○○可

○事勿論二候得共，国家の長臣として疑惑の○○○人

之○○不能弁ハ，是亦第一に（の）可慎二御座候。知

人之霊蛍容易に可期望乎。下拙か如きハ義二勇ミて身

命を忘る（れ）候様なる馬鹿もの二御座候二付，素よ

り国家を思ふこと深厚にして，其役柄なとハ御省不被

成儀候。役の御方二無之候事，控も御気に入る様(候）

ニハ(の御方二)，不相調儀候得者，遂（再）ひ世に出

相勤候望ハ絶て無之候得共，尊兄之御難儀不打捨置，

今般熊谷惣助殿迄，右一件之御吟味願出申候。猶又事

の様子次第，水火の中造も罷出，此事を相札して以て

○○（を）明白にいたし，尊兄之御恥をも（相）雪可

申候間，乍禅御安慮可被下候。干時春寒未退(御自愛）

○○（奉）存候。恐々不一。

一 (正)月廿一日佐藤百祐

関口半八様

ところで信淵が，熊谷惣助と関口半八に同時に認め

た返信の背景には，当然疑われてしかるべき松屋佐助

でなくて，遠国にいるからといって信淵が疑われると

いうことは，かねて覚悟をしていたことではあるけれ

ども，熟察するに「此一件ハ悉く佐助と祐助の両人に

て構ひ候事」にて「下拙か早速に佐助へ引合セ不申候

得しを定て恨ミ怒りし事にもあるくしq｣であった。

武蔵野の，霞のそてにつつまれて

ひとり物うき，はるの夜の月

「此等の小事何れにても，宜敷御座候得共，半八殿

より右の通りことこと敷御迷惑御難儀の至二相成候な

ど被申遣候二付，打捨も置れず」に（熊谷宛），手紙

を認めたものである。

関口宛の場合は「忠誠にして才気もあり，殊に国体

にも御通し被成候御様子にて，実ニー枚看板之御奉公

を送った後，関口半八が正月六日と正月十六日に信淵

へあてた書簡を受けてのことである。

(B)関口半八宛

愈御勇壮被成御入奉恭喜候。先日は御紙上被成下恭

奉存候，扱て（ハ）旧冬払船御買入之一件二付，故障

○○○○起り，下拙は後闇き者二相極り，尊兄二も不

明不識之罪難御迷惑且御難儀之至二相成○○○，籾々

気の毒千万二奉存候。下拙者去年中より右様之事出来

可申ト覚悟致罷在候。其子細は熊谷○○○世上にて，

下拙を山士なと唱候を以て，殊○○○（疑被成），最

初よりして，今だます（か）だます（か）とて，只々

百祐か口を開を御待被成様御様子二候・且又御吟味(役

も下拙か)突然として罷出,容易ならぬ事のミエ夫（出

し）罷在候二付，皆々驚き疑の妖怪なとの現出候様ニ

相心得被成候趣二候。故二少之珍事出来候や否やそり

やこそ，百祐かたましたそよとて誹誇湧起り候は，必

然之勢二御座候，併此百祐は，元来塵外之一奇物二候

而，斬とも突とも庇附候男にてハ無御座候二付，尊兄

も嘗て西遊記の石猿子二比せり僕也。既二孫'悟空なれ

は，則○○般の神通ふ（あ）りいかてか，右様之小波

欄二沈論可仕候哉。御来論には連も取戻し（の）不相

成候事之由に被仰遣候得共，此等之獄を折チ候ハ，此

猿には甚平々たる事二御座候。尊兄ハ固より御詮義（

方）等なと被成候御身分，今度の一件に於て御一案の

無之候は，如何之事二候哉。百祐遥ニ上総国二病臥致

居候得共，金蔵か狼狽仕リ遣候書面と，彼（祐助）松

屋佐助か是迄而，絶て下拙方江音信の無之との○○其

情を拷素する二，先金蔵の百金の掛（直）なとハ，佐

助二相談及候処，其百金の上二佐助○○○を相増候而，

御屋敷へ御書上候（ハ）致候得之（共），○○○（金

持）その身分二候二付，忽後'侮を（発）○，中比より

して前非を相改め，御屋敷より密使○○○○など申聞，

先金蔵を畏れしめ而，後に○○を破談にせし事なるへ

し。然れとも百祐若出府○○，其始末を相孔之押金の

事なと聞出候ハ、’六ケ敷も可相成哉と（を）恐れ，

於是乎甘く祐助を慎（懐）込ミ，内々秘（迄）計等あ

りしなるへし。祐助ハ市井の小人にて，士君子の道を

修め，義を磨くの人二もあらされは,只松屋の頼二(次

第），次にハ吟味役なとへ申ふらし，疑似鍛練，終に

今の肱肢（瞭畦）に相成候事なるへし。夫れ見金不見

人ハ，世人の常体にて松屋を信して，百祐を疑ふハ，
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佐藤信淵の秋田藩政改革論

相改め，追々有力の人材輩出いたし候儀専務たる」

べきときであった。儒学のほか，数学，書画にもす

ぐれ，著書には『大学解』『中庸解』『国語解』な

どがある。天保四年十二月，六十一歳で段す。

瀬谷小太郎宛佐藤信淵書簡

一筆啓上仕候，其後は参商相隔り，久々に契澗に折

過申候，益以御勇健御入可被成奉恭寿候，随而下拙も

相異候儀無之，乍禅御安意可被下候，陳者尊兄江戸御

勤番中御内談合符仕候御国益等之儀，先内藤佐助を陳

渉（勝）に致し，追々豊田・石橋・加島等之豪家を引

出し，経営可仕奉存，種々工夫仕候得共，尊兄御帰国

之後者，国家を憂る之仁者，唯関口氏一人にて，彼熊

谷翁杯は右様の存念一向に無之，剰下拙を殊之外御疑

被成様子，尊兄在番中とは御屋敷之御模様大違に候に

付，如何様に相励み候とも博明申間敷奉存候て，一旦

上総表へ退去仕候得共，関口氏之御厚志も難黙（止）

又々出府仕相働，大略其事成就にも可相成（哉）楽罷

在候処，旧冬下拙之帰国仕候跡にて，不存寄妨害差起，

尊兄之折角御肋労組建被成候事件一時に相破れ申候，

時勢之無様には御座候得共，実者下拙が不俵にして御

遺令を奉する無状之所致，誠(に)以て奉塊入候,I無御

遺憾に可被思召候に付，去秋尊兄御帰国以後之仕末を

筆記呈上仕候,御一覧可被下候,尊兄之下拙に御話(し）

被成候事(共)は，（無)右燈に成果候上は，以後永久麹

も拝顔之期無之候，憂心如酔，執筆糠慨，堕涙溌柁，

言既不尽意，書登可尽言哉，伏惟春寒尚未退候，希為

国家御自愛専一に奉存候，恐々不宣。

二月三(一）日佐藤百祐

瀬谷豪小太郎殿

※この書簡は，上記文中の「去秋尊兄御帰国以後

の仕末を筆記呈上仕候」もので，信淵がどんな事

情によって瀬谷小太郎に送ったかについての，よ

り具体的な内容はよくわからない。その点につい

て文化九年十二月廿八日付で，信淵が秋田藩家老

疋田斎宛に呈出した「封事」を次に取上げる。

人二御座候得共，祐助壱人の護奏を信し，実否の御糸L

も無之取戻しのならぬ事に相成候とて，今度下拙へ被

遣候御指面，余り時もなき儀に奉存候」て，認めてい

る。

これに対しての両人の返書は，二月四日に江戸から

もどった甥の英吉郎が信淵に届けているが，その返書

を見ての心境は次の通りである。

（1）正月元日の上書に対して，石橋兵衛から申して

きたのは，御廻米のいたし方三か条を申上げたの

に，ただ海上請合の一条だけの返答である。

（2）殊に運賃について「四部一」と誤読しているよ

うでは，上書の軽視も甚だしい。

（3）責任ある者の「可逐払」の所存がないばかりで

なく，物産取立等の御用を取りやめるというので

は，「まぎらかし」の返答である。

（4）「下拙（信淵自身のこと）儀は，御存知の通り

らいらい落々として，放辺に世を渡り来り候事，

己に四十四歳，今更狐楯柔ねいの修業など仕候と

も，麹も時人の気に入候事ニハ不相調義二御座候

ば，最早世上に望無之,大豆谷の故窟に高臥する」

というのであった。

このような心境下にあった信淵が，二月一日（秋田

県立図書館蔵本は三日）付で，瀬谷小太郎に書簡を送

っている。

〔瀬谷小太郎〕久保田藩士，父は曳尾（彦左衛門・

遊泥斎)．，安永二年十一月一日生る，桐斎，通称小

太郎，字は子順，号は聖雨斎，程野。寛政元年十七

歳で小姓番，文化二年評定奉行兼町奉行となり，同

年更に勘定奉行となり，後，江戸の藩邸詰となる。

その江戸藩邸詰時代に，熊谷惣助，関口半八ととも

に佐藤信淵を招いて，秋田藩の財政改革について話

しあったと思われる。文化八年九月一日，藩校明徳

館の初代総裁に梅津藤十郎忠至が任命され，中山菩

我の後任の第二代祭酒に折衷学派の金宇平治が登用

された。校名も明道館から明徳館に改称された。そ

の藩校へ文政二年十一月廿九日，詰役支配から文学

兼勤番，同十一年一月廿一日には奉行上席として第

三代祭酒に昇任する。その頃の藩学は空理空論に流

れて，御学館創設の趣旨である「身を修め才を養っ

て政を賛くる儀」もすたれて，治道の妨げになって

いる実情を戒めて,「自今教導井学問の筋とも格別に
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IV『奉呈松塘疋田君封事』

〔疋田斎〕久保田藩執政，名は定綱，のちに第八

代藩主義厚の一宇を賜って厚綱，字は伯挙または伯

起，松塘と号す。通称は久馬，のちに斎，享和元年

七月五日から文化十四年一月廿三日迄と，文政三年
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興らない。（といっても秋田の人は，諸人皆胆を

つぶしてしまうだろうが，すでに筑前・阿波なら

びに仙台藩などは法令化している｡）

（5）西洋諸国のように万国通商をせよとまではいわ

ないが，せめて日本国中ばかりは乗廻して交易す

ること，其のためには先ず東廻りの航路を開く。

（6）日本全国の事に比して秋田藩で最も緊要な事は

ア．諸役人は上司の鼻息を伺って諸事を決断し，

欲にはしり無益の花費を年々超過させている。

イ．政事の大体にも通ぜず，国家の利害をもわき

まえないで，ただ眼前の利のみを貧っている輩

が要職についている。

ウ．諸事調和していることは，絶えて成りかねて

いる。

これら三件を改めるべきであると述べている。

（7）御学館を創設して盛んに人材を育成していると

の事だが，大半は我慢騎徹で人の善言を聞くけれ

ども服従の念がない。御学館は如何なる道学の大

趣意をもって教諭しているのか。

（8）世間の悪評で恥ずべき事に．一橋家から買入れ

た馬の如きは，鹿の様だと専らの噂，オランダ船

の入津が絶えて五六年，銅座に沢山銅があるのに

直段を増加する評議をなぜするのか。

其の上，大いに恐るべきことは，

（9）蝦夷地へ年々奥州米十万石づつ交易するとの，

専らの風評であるが，大船もないのに和親交易を

はかるとは，誠に亡国の策である。

(10）若し打払いと決定した場合，海船甚少なく，況

んや軍船は全くなし，水戦の法操練もなくて，佐

竹家の兵は船軍に不習よしを申立て，一時のがれ

をするのか，恥辱になるばかりで災害来るべし。

(11)御当家が格別の名家であることは世人のよく知

るところなのに，加えて無益の騎署に莫大の財用

を費して，本国の困窮を招いている。無双の冨実

国にしてこそ名家たるの甲斐あるというもの。

(12)婦人が出産しても其の父母ら貧窮のため養育で

きないまま，「泣々産出の赤子を殺害」毎年数万

これでは領内の人民寡少にして，土地開発の出来

かねるのは当然ではないか。

「是皆旧来庸愚之常態而己，右様の事にて心腹之病

根冶愈可致候哉」如何にである。

一月廿三日から天保三年二月十一日迄の家老，水野

家の土方縫殿助，井伊家の岡本半助と共に日本の三

家老と称された。文人でもあり『ゑんま庁噺』r春

風楼吟稿」『松塘詩集』等多数の著がある。天保四

年七月十二日残す。年五十五歳。

一筆啓上仕候。厳寒之節に御座候共，益以御勇猛に

御入被遊奉恐悦候，陳者，小生儀学業も砦れ不申，殊

に箕帯之妻も物故に罷成．上総表之居住倦候様相覚候

に付，此度尾州へ遷移可仕と存附申候，彼藩之大臣小

笠原三九郎と申仁者，旧来の知己に御座候に付，後方

へ罷越筒可仕と相決申候，陽春和気相膳候には，此地

出足可仕にて御座候，然るに胡馬北風之感今以絶兼候

に付，乍恐一封之冊子呈上仕候，御一覧被成候上者，

唾而郷地被成候者乎，或黙而巻懐被成候者乎，若くは

送別之一宴杯を可賜者乎，将‘憤怒激励可被成候者乎，

抑又昌言と被思召，歓喜拝服可被成者乎，足下之意未

可知候得共，左之通非常之妄言吐出候上者，有面目者

之其侭に致，可捨置之筋合にも有之間敷候，足下若し

有意之御仁に御座被成候は、，（編者日〈一本此間「赫

怒憤発」の四字あり）先づ此百祐を御斬可被成候者，

当然之理に御座候，希くは小生が頚を斬りて，小生が

言を御用被成候はぎ，国家万世之利益ならん，是以日

夜汰浴し，只々足下之憤発（編者日〈，一本「憤発」

の二字なし）有大志を而己相待罷在候，伏而惟るに寒

威極めて酷烈に御座候，為国家御自愛専一に奉存候，

恐憧謹言。

、十二月二十八日佐藤百祐

疋田斎様

『佐藤信淵家学全集』（下巻）所収
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「百祐，処士の身分を以て国事を憂候儀」として述

べた秋田藩政の主な得失は次の通りである。

(1)先ず海運・雑産・雑工・雑穀・養蚕・醸製・材

木・鋳造・粉丹・塩鉄等の諸局を置く。

（2）江戸にて豪富の町人十余輩を手につけて，秋田

表へ出店をおいて，それぞれの局を預ける。

（3）江戸にて金子が入用なときは，五万三万の多額

の金子であっても，局預りの町人に調達させるこ

とにきめる。

（4）当今はことごとく皆海舶運送の時代であるから，

領内に千石以上の大船百余綾もなくては，大利は
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佐藤信淵の秋田藩政改革論

てこのような議論をする者は，当今の世，我（信

淵）をおいて誰かあるや，斬るべし。若し斬るも

せずにただ安閑として御勤仕しているのであれば，

実にこれ俗にいう，「聞て千両，見て一両の御家老

なりJ小生また遠く他邦に行き，遂に北望の念を

絶つのみである。以上

文化九年壬申十二月二十六日

佐藤百祐再拝謹書

信淵自身，疋田斎とは位階が遥かに隔っていても，

同じ秋田生まれで本国を仰慕する情には固より異同が

ない。その本国について信淵は，

「小生ひそかに領国の土地を測量したところ，南北

三度に近く東西二度に余り，山水秀麗にして土壌膏

腰，多くの銅鉛及金銀を産し，且つ穀類を出すに於

てはおびただしきこと世上に知れわたっている。す

なわち絹糸・某麻・姻草・藍葉・紅花・紫根・焔硝

・硫黄・明蓉・土油・蝋・漆・牛・馬・犬・鷹，諸

種の禽獣また数多の諸材木及び諸魚干魚等を産出す

る。凡そ日本全国の諸侯にして，誰か本藩より土地

の広大にして肥沃なるものあるだろうかJと述べて

いるのである。

次に人物評価について記す。

（13）瀬谷・関口の両氏は，小生の人となりを少々は

は知っており，常々談談いたし，その度毎に秋田

藩を富盛にする相談をしている。

(14)本藩の士大夫は．大抵が箸りを好み，江戸にて

は無益の財用を費すことに出精して，本国の開拓

が専務であることの心得がない。

（15）（1）～（3）に関して．十局分配は深慮があ

ることを理解せずに，総合して国許より老人一人

に相委ね，且つ信淵を痛く忌嫌い，遂には追出す

仕末である。

（16）御学館の創設に功績のあった村瀬拷梯は，疋田

斎が介川緑堂と大窪詩仏に相談して招いた人物で

あるのに対し，（7）にかかわって，表向きは済

々多士に見えるけれども，畢寛は無人同様の次第

と存ずる。世上の有識者は本藩の人無きを笑って

いる。御学館の教え，かえすがえすも疑うべき次

第である。

疋田斎の施政についてまとめると，

（17）本藩の士大夫の評判において，松塘の「令聞赫

灼」として，父柳塘より遥か上にあるによって，

ひそかに本国を富盛にしてくれるものと期待して

いたのに一つも徳政がない。小事にのみ明察で大

事には蒙昧，固より只安閑として高位にあって，

己れを楽んでいるだけではないか必せり。此等の

弊政を急ぎ改めるために償発して，其事を新にさ

れたし。

（18）秋田の境内四拾万人おるとも，家老(斎)に対し
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おわりに

『別後日記』に登場してくる石橋弥兵衛（その甥喜

兵衛)，加島清兵衛，豊田弥太郎，内藤(屋号松屋）佐

助等は，江戸の豪商で御勘定所御用達にあたっていた

だけに，信淵の十局分配策にどのようにかかわったか

「右十局を総合致候て彼壱人に打委ね，且此百祐を痛

く忌嫌ひ候而，遂に逐出し候様に相成果申候*j(封事）

に対する不満に加えて，「小生が内々取繕置候処の好

事家の町人八九輩迄有之，何れも鎚万の家資ある者共

に御座候て，惜むくき事」であった。

後年『経済要録』巻二附録，諸国風説記で，「是迄

難渋なりし国の，近時明君或は賢大夫出でて，国政を

改革し，国事を経営して，頗る挽回なしたる聞へある

者」に，秋田藩を挙げ，更に「今ノ時代二当り貧国ヲ

挽回シテ富国トナサント欲セバ，コノ義敦君（秋田藩

八代藩主）卜，本多忠寿トノ如キ心持ニアラザレバ速

カニ取り直スコト難シ・故ニコノ侯ノ徳操ハ，実二貧

国挽回スルノ模範トスベシJと記しているが，これは

秋田藩の政治改革策が次第にその成果をあらわしはじ

めたことを高く評価してのことであろう。
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